
 

会 議 録 

会議の名称 茎崎学園第１回コミュニティ・スクール推進会議 

開催日時 令和５年（2023 年）５月 10 日（水） 

開会 14 時 30 分   閉会 16 時 30 分 

開催場所 茎崎中学校 図書室 

事務局（担当課） 茎崎学園等、教育局生涯学習推進課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

中嶋 修、稲川誠一、二宮君弘、飯塚康弘、犬田鮎美、星 

雄太、間中和美 

茎崎中学校：校長 小林 力、教頭 金子 仁、教務主任 

佐野賢一  

茎崎二小学校：校長 渡部史惠、教頭 鈴木 剛、教務主任 

宮本卓也 

茎崎三小学校：校長 小林浩子、教頭 齋田美代子、教務主

任 小関洋介 

その他 教育局長 吉沼正美、次長 坂田博之、 

教育総務課 課長 山岡めぐみ 

事務局 生涯学習推進課 課長 澤頭由紀子、係長 飯島遊、社会教

育主事 渡邉亮太、社会教育主事 村上和宏、地域連携教育

指導員 酒井和宏 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ２名 

非公開の場合はそ

の理由 
 

議題 学園・学校運営方針（グランドデザイン）説明について 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

 

会

議

次

第 

 

１ 開  会 

２ 選任通知書の交付（吉沼教育局長より代表者へ） 

３ 挨拶 吉沼教育局長代読 

４ 委員の自己紹介・教育局職員紹介 

５ つくば市コミュニティ・スクールについて（社会教育主事 渡邉） 

６ 座長・副座長の選出 座長：中嶋 修 委員 副座長：稲川誠一 委員 

７ 協  議 

(1) 学校運営の基本方針の説明 

① 茎崎学園グランドデザイン説明（茎崎中 小林力委員） 

② 茎崎第二小学校グランドデザインの説明（渡部史惠委員）  

③ 茎崎第三小学校グランドデザインの説明（小林浩子委員） 

④ 茎崎中学校グランドデザインの説明（小林力委員） 



 

⑤ 質疑応答または感想 

・コロナ禍になってさらに地域との関係が薄くなっている。行事も縮小し

ている。（犬田委員） 

・小中一貫教育に魅力を感じ引っ越してきた。小中一貫教育として同じ経

営であってほしい。（星委員） 

 ・運動会や体育祭などの学校行事を時間短縮せず、１日がかりで取り組み

たい。（二宮委員） 

・子供たちの挨拶がよくなった。学ぶ力を優先することと、地域との関わ

りをどのように結びつけるか。（間中委員） 

・生徒の読書量が少ない。夏休みにおける青少年を育てる市民の会茎崎支

部の夏季休業中における「キャンドルナイト」の取組は、読書をはじめ

家で勉強する習慣づくりのきっかけになるのではないか。 

                           （小林力委員） 

→(1)の説明を受け、基本方針が参加者一同賛同される。本方針で学校運

営をしていく。 

(2) 地域の活動の紹介 

① 「ザリガニをとる、食べる」活動。川や沼がある地域として取り組  

 んでいる。ザリガニは一つの活動で、子供たちとともに地域に眠っている 

  宝を発掘したい。                （飯塚委員） 

② 青少年を育てるつくば市民の会茎崎支部、通学路の安全を守る会などを

コミュニティ・スクールの活動につなげていきたい。  （稲川委員） 

(3) 学校の教育活動の様子の紹介 

① 各校の教育活動の様子を紹介（各校の教務主任） 

② 質疑応答または感想 

・子供たちが自ら考え行動させる取組は、とてもよい。（二宮委員） 

・学校でも読書の機会が多くあるといい。（星委員） 

・読書から自分の考えを書く作文力につなげたい。（犬田委員） 

(4) 熟議 

テーマ「自ら学び豊かな人間性とたくましさを備え 未来を拓く児童生徒 

の育成」 

A グループ（宮本委員発表） 

・自分の考えを伝えること、挨拶することといった自己表現に課題がある。

・親子活動、挨拶運動など行事やチャレンジする機会をつくっていきたい。 

B グループ（齋田委員発表） 

 ・自己肯定感を高めたい。まずは児童がしたことを受け止め、ほめる。「い

いトライ」が合い言葉。ゴミ拾い等（地域でのボランティア活動やクリ

ーン活動）の実践をポイント制にする。スタンプラリーのようなゲーム

感覚で取り組めるとよい。 



 

C グループ（金子委員発表） 

・苦労してでも成し遂げたい目標をいかにもたせるか。 

・豊かな人間性を育む風土をもった地域と連携し、農家や工場など職場体

験によるキャリア教育を充実させたい。 

(5) その他  

 ・推進会議の今後の予定について（金子委員） 

８ 閉会 

  

 



令和 5年度第 1回茎崎学園コミュニティ・ スクール 推進会議

日時 :令和 5年 5月 10日 (水 )

14: 30-

場所 :茎崎中学校 図書室

次  第

1 開  会

2 選任通知書交付

3 挨拶

4 説明事項

つくば市のコミュニティ・スクール導入について

5 座長・ 副座長の選出

6 協  議

(1)学校運営の基本方針について

(2)学校の教育活動や地域の活動事例の紹介

(3)そ の他

・ コミュニティ・ スクール推進会議の今後の予定について

7 閉  会



令和 5年度 茎崎学園コミュニティ・スクール推進会議

(第 1 :5月 10日  水曜日)受付名簿口

番号 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職 出欠席

1 (1)児童・生徒の保護者 宮 君弘 にのみや きみひろ 奎崎中学校PTA 会長 出席  欠席

2 (1)児童・生徒の保護者 小池 由紀子 こいけ ゆきこ 茎崎中学校PTA 副会長 出席  欠席

3 (1)児童 。生徒の保護者 飯塚 康弘 いいつか やすひろ
奎崎学園地域学4交 コーディネーター

茎占奇第二小学校PTA 書記 出席  欠席

4 (1)児童・生徒の保護者 犬田 鮎美 いぬた あゆみ 整崎第二小学校PTA 書記 出席  欠席

5 (1)児童・生徒の保護者 小澤 広 おざわ ひろし 基崎第三小学校PTA 会長 出席  欠席

6 (1)児童・生徒の保護者 星 雄太 ほし ゆうた 整崎第三小学校PTA 副会長 出席  欠席

7 (2)地域住民 稲川 誠― いながわ せいいち
茎崎地区区会連合会願問

整崎第二小学校評議員 出席  欠席

8 (2)地域住民 倉本 茂樹 くらもと しげき 豊:占奇第三小 学1交評議員 出席  欠席

9 (3)各学校長・教職員 小林 力 こばやし ちから整崎中学校 横長 出席  欠席

10 (3)各学校長・教職員 金子 仁 かねこ ひとし 茎崎中学校 教頭 出席  欠席

11 (3)各学校長・教職員 佐野 賢― さの けんいち 茎崎中学校 教務主任 出席  欠席

(3)各学校長・教職員 渡部 史恵 わたべ ふみえ 整崎第二小学校 狭長 出席  欠席

(3)各学校長・教職員 鈴木 岡J すずき たけし 整崎第二小学校 教顕 出席  欠席

14 (3)各学校長・教職員 宮本 卓也 みやもと たくや 整崎第二小学校 教務主任 出席  欠席

15 (3)各学校長・教職員 小林 浩子 こばやし ひろこ 茎崎第二小学校 校長 出席  欠席

16 (3)各学校長・教職員 齋田 美代子 さいた みよこ 整崎第三小学校 教頭 出席  欠席

17 (3)各学校長・教職員 小関 洋介 こせき ようすけ 整崎第二小学校 教務主任 出席  欠席

18 (4)学識経験者 中嶋 修 なかじま おさむ
茎崎中学校元校長

整崎中学校 学校評議員 出席  欠席

19 (5)関係行政機関の職員 間中 和美 まなか かずみ
整崎第二小元PTA会長

谷田部相談センター 出席  欠席

20 (6)教育委員会が適当と認める者 出席  欠席







令和 5年度

疑f
慧ζぎ

KUKIZAKI

:学園組織国標
|

みんなが幸せを実感できる学国・学校・幼稚園
～自己実現できる学校・ みんなで支え合い 。みんなが生き生きとした学校～

IⅢ 個別最適な学ぴと協働的な学びをマネジメン トし、学力向上を図る。

|■ 互いを認め合い、自己肯定感を高める教育を推進する。

|+保護者 。地域と連携・ 協働 し、「地域とともにある学園づくり」を推進する。
|

学園目標 自ら学び 豊かな人間性とたくましさを備え 未来を拓く児童・生徒の育成
|

【茎崎中】

【第二小】

【第二小】

主体的に学び、人とのかかわりを大切にする、心身ともにたくましい生徒の育成
夢と希望の実現に向けて、 ,と`コヽ豊かにたくましく生きる児童の育成
自ら者え、進んで行動 し、〕bやさ しく、たくましい児童の育成

+4回考」最適な学び也

:筋動的な
「
学びの推進

。「間い」から始まる学ぴの充実

。1人 1台端末の効果的活用

・ 家庭学習の手引きの活用

・ 読書活動の推進

・ 多様な学びの場の推進

≪ 襲鹸勾 ≫

・ 思者力、表現力

児童・生徒の

学びの姿

学

図

組

織

学囲還贄協議会
の設置
【コミュミティスクール

の勉 |

≪ 健康 。安金 Q体勾 ≫

十卦己管理能力rブジ育成

・ 食育の推進

・ 心の健康の保持

・合同避難訓練、地り防災会議の充実

・ 感染症対策の推進

。救命教育の推進

。体カテス ト記録の活用

・ 体育的交流活動の推進

≪ 豊かな人間性 ≫

*封 已肯定感を高める教育

の推進
。異学年交流活動の推進

・ ルールメイキングの推進

。あいさつ、黙働清掃の推進

。キャリア教育の推進

・者え議論する道徳の推進

・ 保幼小中連携の充実

撃ぶ力郡会 J検員会

豊かな人間性部会
１
１
ヨ

1健康 O費仝 Э体力

【教職員の資貿向上】マネジメントカ (授業。学級経営・学校運営)の向上、

働き方改革 9部活動改革の椎造、研修の充実、コンプライアンスの徹底

教褻会

第 1学年～第4学年
(基礎・基本習イ得期)

'学びの基本を身に付ける
的相手の気持ちを者えて行動する
.楽しく運動し、健やかな身体をつくる

第 5学年～第7学年
(基礎活用 ウ応用期)

υ主体llな学びを自覚する
,自分のよさを生かして行動する
!!運動に親しみ、 体力を高める

第 8学年～第 9学年
(逸歩 。発展貫月)

,未来を拓く学ぴ声と自覚する
Ⅲ地研社会に目を向けて行動する

・ 自己管理能力を高める

i:



今和 5年度 茎崎中学校グランドデザイン

寮晏驚乳蕩遍手称能力を開発し
豊かな人間性をつちかう

0じようtStな 身体をつくり

たくましい,せを養う

○郷上を愛し協力しあう趙を育てる

めざす学校像

・楽しく、感動のある学校
。安全、安〕せに生活できる学校

・教育環境の整ったきれいな学校
。保護者、地域住民に信頼される開か
れた学校

めざす生徒像

・共に聴き合い、学び合える生徒
・自分で考え判断し、行動できる生徒
・ミ豊かで、礼儀工しい生徒
・赳身を鍛え、がんばりのきく生徒
。人のために奉仕できる生徒

めざす教師像

。明るく活力に満ちた教師
・内面を聴く、感受性豊かな教師
・個性豊かで指導力のある教師
・協働 し、柔軟で向上越のある教師
・常に研修に努め、学び続ける教師

【学校教育目標】
主体的に学び

人とのかかわりを大切にする
,せ 身ともにたくましい 生徒の育成

本市の教育大綱

Or教え」から『学び』ヘ

Or管理Jから『 自己決定』ヘ

Or認知能力偏重」から

『非認矢Ⅱ能力の硝
r望聖逮鍾

0生徒が自分の成長を実感できる授業 (授業力磨き)

0-人一人を認め,お互いが成長できる学級 (学級力向上)
組織目標

主体的な学びを展開する生徒の育成

◆主体的・対話的で深い学びの授業づくり

鱒 ,

思いやりある生徒の育成

◆個が記められ、生かされる学年・学級経営

。自己有用感を高める学級経営
ar考 え、議論する」道徳授業の積み重ね

・互いに認め合い、支え合い、高め合う学級経営
。明るいあいさつ、人の役に立つ行動
・教育的ニーズを意識 した特別支援教育
。人権意識を育てる環境整備

郵観
。
『命』を大切にする教育
・グッドモデルの称賛

主体的に行動できる生徒の育成

鞠 る◆自治的能力や社会力の育成

・生徒会、実行委員会制度の進化 と充実
。自分達の課題に主体的に向き合 う態度の育成
・ クリティカルな視点から生まれる改善策
・ 9年間を意識 した規範意識の醸成 (ルールメイク)

・ 自己判断力を育てる防災教育
・ 系統性を生かした9年間のキャリア形成

安蔵・安全な学校づくり

◆ 自分の命 を自分で守 る積極的な取組

・積極的な生徒指導の展開
・地域と共に歩む茎崎中の創造
・SOSの出し方に関する教育
・不登校生徒の居場所の確保 (校内フリースクール)

・共に見て、触って、揺らして確認する安全点検
・緊急時に結えた避難所設営の経験

共に学び高め合う教師集団

◆チーム茎崎 としての意識の高揚

・授業力の向上に努める授業研究とOJT研修の推進
・ SC、 SSW等 との緊密な連携
・チームを意識した校務の運営
・ウフ

°
ライアンス意識の高揚につながる同僚性の構築

魅力ある開かれた学校

◆地域の灯台 としての 自覚

・中学校生活体験による中 ]ギャップの防止
・コミュニティスクールに向けての準備
・地域の教育資源の積極的な発掘と活用
・防災、減災を意識した地域の灯台としての役割

働 き方改革の推進

・地域と学校の協働活動による文化・スポーツ活動
。クリティカルな視点で見つめ、新たに創造する茎
。対時間効果と生徒目線を意識した業務内容の改善

→茎崎地E文化・スポーツクラブ (KCSC)
中スタイルの構築
と



県の教育 目標
。ひとりひとりの能力を開発し

豊かな人間性をつちか う
。じょうぶな身体をつくり

たくましい心を養 う
。郷土を愛し

協力しあう心を育てる

命和6年度 墓崎学題つくlボ市
'立墓崎第二小学機の教育

つくば市が目指す学国・学校像
みんなが幸せを実感できる学園・学校・幼稚国

～自己実現できる学校 。みんなで支え合い、みんなが

生き生きした学校～

《家庭 J地域との連携》

○安全 。安!い、地域とともにある学校づ

くり
・茎崎学園 CS推進会議
・教育活動の情報発信 (便 り・HP)
・緊急メール情報配信
・地域連携防災会議
・学校支援ボランティアの有効活用

☆学校 HP更新 :週 5回以上

O保幼小中の連携 a交流
・相互授業参観
。中学校生活体験学習

・保幼小交流活動

☆保幼小中交流活動 年 5回以上

《健やかな体の育成》

O命の大切さを基盤とした健康な心と体

づくり
。体育的行事への積極的参力w

・健康的な体づくりの習慣の確立

・養護教諭による保健指導

☆体育的行事に意欲的に取り組

んでいる児童 80%
☆早寝・早起き。朝ご飯を守つて生活し

ている児童 85。/。

O児童の危機□避能力を高める保健安全

指導の充実
・学校生活における保健安全指導

・登下校の交通指導
・交通安全教室

・避難訓練

☆安全に気を付けて生活している児童

90%

《豊かな心の育成》

Oよさを認め含える、よさを発揮てきる

人間関係づくり
・学級経営の充実
・児童会活動の活性化

☆自分にはよいところがあると言える

児童 85%
☆みんなの役に立っていると言える

児童 70%
☆夢や希望をもつている児童 85%

O集団 (社会)の一員としての自党の醸成

・元気なあいさつの奨励
。ルールメイキングの推進

☆進んであいさつをしている児童 95%

O道徳教育の充実と人権教育の推進
・考え議論する道徳の推進

・自分も他人も大切する児童の育成

☆思いやりをもつて生活している児童

《確かな学力の育成》

研究主題  根提を基に筋道を立てて考え、表現する力を育てる

算数科学習指導の在り方

O主体的・対話的て深い学びのある授業

づくり
・思考力・表現力を高める指導の工夫

・ 1人 1台端末の効果的活用

☆算数の授業が分かる・楽しいと答え

る児童

90°/o

O自主的な家庭学習の習慣てし
。「家庭学習の手引きJの活用

・読書活動の充実

☆家庭学習(10分 X学年+10分)して

いる児童 70%
☆年間 50冊以上読書した児童 100%

O特別支援教育の充実

・ユニバーサルデザインの授業

・個別のユーズに応じた指導・支援

☆学校の授業は分かりやすい 90%

教職員の資買・能力の向上

・着手教員育成 ・コンプライアンス意識の議成 ・働き方改革の推進

指 す 教 師 像

○ 人間性豊かで、信頼される教師

○ 明るく児童への愛情のある教師

○ 指導力があり不責極性のある教師

目 指 す 児 童 像

① よく考え、進んで学ぶ児童

⑮ 思いや りをもち、協力できる児童

④ 安全に心がけ、体をきたえる児童

綾  謝

なかよく たくましくかしこく

目 指 す 学 校 堡

O 学びとふれあいのある楽しい学校

○ 児童の可台〕陛を伸ばせる学校

○ 安心 。安全で地域に根ざした学校

菫崎学国の教育 目標
。自ら学び 豊かな人間性とたくましさ

を備え 未来を拓く児童・生徒の育成

組織日標    学ぶ楽しさを味わわせる授業づくりを通 して、自ら学ぶ子を育てる。

よさを認め合う集団づくりを通して、
Ⅲ…ラィ0'|‐ Ⅲ…………Ⅲf=卑ゃす●

'VTイ
J'Vギイ争iを ■,‐ 1置rtヽ‐ギ■rT,=∵ ●ヤイ|→Ff学 '1・

・‐

自他を大切にする〒を育てる。



【茂城県教育目標】
Oひとりひとりの能力を開発 し

豊かな人釉亀強を培 う
0じ ょうぶな身体をつくり

たくま しい心を養 う

●郷上を疑 し 協力しあう心を育てみ

令和5年度 茎崎学園つくば市立茎崎第二小学校グランドギザイン

【塞 崎 学 園 目標 】

自ら学び 豊かな人間性とたくましさを備え 未来を指く児童H生徒の育成

目指 す 児童後目指す掌枝独

0子どもたちの集重があふれる学校
O教職員が元気であり、働きがいのある学校
O家庭地増と協働し、相互に教育力を高め合う
学校

1積極的な情報公開と還曽面での継続的改善 |

・学校公開,HP、 学園・学校・学年便りの充実
。学校評価～執員評価でのPDCAサイクルの充実
・学校評議員会の積極的運営

【つ くぱ市の 目標】
●みんなが幸せを兵感できる

学園・学校 ,幼稚園

O主体的に生き生きと学びに向かう児童
O思いやりのある児童
0たくましい心と体で、元気に生活する児童

(児童の姿、学校評価、学校生活アンケート)

家庭・地域との協働関係を大切にした 信頼される開かれた学校づくり

2 地域教育資源の積極的活用
・地域コーディネーターの位置づけ
・地域交流室の積極的な運営と人材発掘
・地域の人的物的資源の活用

3 被内コンプライアンスの確立
・ボトムアップ理研修の充実
・研修会への外部人材の導入
・良好な人間関係、職員室経営の充実

目指十数節後

0自 己の使命を深く自党し、研停に励む教師
0人間性豊かで、子どもの気持ちがわかる教師
O心身共に健康で、実践力のある教師

(働き方改革、0」T研修、教員評価の充実)

4 働き方改革の推進
・校務の′効率化 (ICT活用、業務削減)

,教材、執具、ワークシートの共有
・地域人材 。外部団体の′効果的活用

【学校教育目標】
自ら考え、進んで行動し、心やさしく、たくましい児童の育成

【校 訓】
かしこく(知)なかよく(徳)たくましく(心と体)

【組織目標】

Or学びに向かう力」を育む授業づくり

0-人 一人が自己決定し、認め合い高め合う集団づくり ｅ
掏

矢口 (「学ぴに向かう力」を育む授業づくりの推

進)

1主体的で対話的な深い学ぴを実現する授業改善
・基礎・基本の確実な習得と学習観律の確立
・校内研修の充妄 (単 五計画の工夫による授業の質的向上)

。学びの系統性、連続性の藍親 (小 中一貫教育)

・課題と話合いの視点の明確化、見通しと振り返りの充実
・ファツジテーターとしての資質向上 (役割の具現化

'

,地域の教育資源の有効活用

2個 別最適な学びと協働的な学ぴの推進
・■び方の工夫 (指導の個副化と学習の個性化)

・一人一台端末の有効活用
'課題解決に向けた協憾Ⅲ的な■ぴ合い

3家 庭学習との相互補完
。自ら学ぶノー トの充実 (教師のコメントサポー ト)

1体 力・運動能力の向上 (重 点:投 力、柔軟性)

・l筆 力向上プログラムの実施

2健 康、安全、防災教育の充実
・生活安全、交通安全、災害安全、情報

3特 別支援教育の充実
・コーディネーターを核としたチーム支援の推進
・配慮を要する児童ヽの共通理解と合理的配慮
・通常の■級における指導の充実

4安 全安心な教育環境の整備の推進
・感巣症を予防する生活様式の花立
・地域と連携した登下校の見守りの充実

,蟷・体  (自 己管理能力を高め、望ましい生活習慣の

定着と体力づくりの推進 )

1規 範意識の高揚
・基本的生活習慣の確立 (時を寺り、場を清め、社を正す)

・校則をはじめとする、きまり等の積極的見直し

2心 の教育 の充実
・考え、畿論する道徳授業の推進
・いじめ見逃しゼロを目指す相談体市lの構築
・発達段F砦 に応じた人権教育の実施

3自 己肯定感を育む教育の推進 (認められる場の設定)

。多様な考えを大切にする特別活動の売案
・挑戦が称贅される学級経営の充実
・保幼小中の連携による一貫教育の充実と具学年交流の活性化
・家庭教育との連携、地域・外部人材との積極的な関わり

篠曇 (円滑な人間関係の醸成を図 り、一人一人が自己決定

し、認め合い高め合 う集団づくりの推進 )



 

会 議 録 

会議の名称 茎崎学園第２回コミュニティ・スクール推進会議 

開催日時 令和５年（2023 年）９月 12 日（火） 

開会 14 時 30 分 閉会 16 時 30 分 

開催場所 茎崎第二小学校 コンピュータ室 

事務局（担当課） 茎崎学園等、教育局生涯学習推進課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

中嶋 修、稲川誠一、飯塚康弘、犬田鮎美、間中和美、 
倉本茂樹、小池由紀子、小澤 広、  
茎崎中学校 ：校長 小林 力、教頭 金子 仁、 

教務主任 佐野賢一  
茎崎二小学校：校長 渡部史惠、教頭 鈴木 剛、 

教務主任 宮本卓也 
茎崎三小学校：校長 小林浩子、教頭 齋田美代子、 

教務主任 小関洋介 

その他 傍聴者 １名 

事務局 

 

生涯学習推進課 課長 澤頭由紀子、 

社会教育主事 渡邉亮太、社会教育主事 村上和宏、地域連

携教育指導員 酒井和宏、地域連携教育指導員 小島健 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 １名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 コミュニティ・スクールとして、地域とともに児童生徒に身

に付けさせていきたい力 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 



 

 
会

議

次

第 
 

１ 開  会 
２ 協  議 
  (1)  第１回会議内容の確認 

  (2)  学園の教育活動について 

    ① 各校の教育活動の様子を紹介（各校の教務主任） 

   ② 質疑応答または感想 
      ○各校とも地道なところから取り組んでいてとてもよい。ただ、違っ 
   たアプローチからもできるのではないか。（飯塚委員） 
  ○学校評価アンケートで、保護者の評価は比較的高い一方、児童の評価 
   が低いのはなぜか。（倉本委員） 
  ○児童の場合、本当はできているが謙遜して評価する傾向がある。 
                             （小関委員） 
  ○茎中の教科ごとのアンケートは分かりやすい。継続して欲しい。 

                            （小池委員） 

  ○学校と地域の双方が、それぞれの状況を理解し合えている。今後は具 

   体的に取り組む活動について考えていきたい。（稲川委員） 

  ○楽しいから学校に行く。そんな学校であってほしい。学力面をはじめ、 

   具体的な子供の姿や数値をもとにすることで話合いが充実する。９年 

   生で学力が伸びている。まさに教育の成果である。７年生に上がる時 

   点での向上を望みたい。（中嶋委員） 

   

(3) 熟議 

  テーマ「コミュニティ・スクールとして、地域とともに児童生徒に身に

付けさせていきたい力」 

  ○A グループ（鈴木委員発表） 

   「地域愛」をもとに「自分で考え行動できる力」「困難を乗り越える 

   力」「防災力」を身に付けさせたい。また、これらを結びつける「コ 

   ミュニケーション力」を育成する。町探検、世代間の交流活動の充実 

   の他、防災力を高めるために、通学路危険箇所マップの活用、防災倉 

   庫備品の活用、サバイバル体験など地域とともに取り組みたい。 

  ○B グループ（齋田委員発表） 

   「地域を知り、考え行動する力」が必要である。地域の事例は、生き 

   た教材になる。「地域の人、地域の課題」を知り、「地域と関わる力」、 

   「助け合う力」を育成する。つくスタが中心になる。５年の防災マッ 

   プ、６年のキャリア教育において、聞く・見る・体験する実体験の活 

   動を地域の人たちの協力を得て取り組みたい。 

  ○C グループ（金子委員発表） 

   「災害時の危機対応力」を身に付けさせたい。地域防災として、地 

   域を守る意識、ボランティア精神が必要であり、「地域愛」を育むこ 



 

   とが重要である。そのためにも様々な人と「コミュニケーション力」 

   「関わる力」を身に付けさせたい。まずは、「相互に知り合う」こと 

   が必要である。清掃活動など地域とともに行う行事に取り組みたい。 

  ○三つのグループの発表に共通するのは「地域をよく知る」「防災」。 

   これを具体的に考えていきたい。（倉本委員） 
  ○小学校の町探検は、本当の意味での地域を知ることにつながっていな 
   いのではないか。近所の人は知っているが、少し離れると知らない人 
   ばかり。学年間も同じ。「お互いを知る」という機会を設けることか 
   ら始めなければ、CS としての取組の効果は薄いだろう。（小林力委

員） 
  ○「防災」の取組を通して「地域愛」を育むか、「地域愛」を育みなが 

   ら地域の「防災」を学んでいくかになると思う。この二つを両輪にし 

   て取り組めるのではないか。（飯塚委員） 
  ○自分たちの子供の時代と今の地域はだいぶ変わってきている。「昔は 
   よかった」ではなく、今の地域の姿を今の子供たちの目線で捉えて、 

   つくっていくのも一つ。子供たちが自ずと自分で道を切り拓くような 
   教育が重要ではないか。（小澤委員） 
  ○「地域愛」「防災」をキーワードに取り組んでいきたい。 
                           （金子委員） 

(4)その他  

  ・推進会議の今後の予定について（小林力委員） 
 
３ 閉会 

 













令和 5年度第 3回 茎崎学園コミュニティ・スクール 推進会議

日時 :令 和 6年 2月 6日 (火 )

9 : 00～

場所 :茎 崎 第 二小 学校  図書 室

次  第

1 開  会

2 挨  拶

3 第 2回 会議内容の確認

4 学校評価アンケー ト結果 について

5 授業参観

6 熟   議

ア ー マ

「ナ也域に生きる児童生徒を育てるための手立て～防災教育を中心に～」

7 閉  会



第3回奎崎学回コミユニテイー・スクール(CS)推進会議座席表

ホワイトボード

中嶋座長 稲川副座長

入 回

入 口

中嶋 修   小林  力

宮 君弘   金子 仁

佐野 賢一

稲川 誠―   渡部 史恵

犬田 鮎美   鈴木  剛

宮本 卓也

生涯学習推進課

倉本 茂樹

間中 和美   小林 浩子

小澤 広   齋田美代子

星  雄太   小関 洋介

傍聴席



も

会 議 録

会議の名称 茎崎学園第 2回コミュニティ・スクール推進会議

開催 日時 令和 5年 (2023年)9月 12日 (火 )

開会 14時 30分 閉会 16時 30分

開催場所 茎崎第二小学校 コンピュータ室

事務局 (担当課 ) 茎崎学園等、教育局生涯学習推進課

出
　
席
　
者

委員 中嶋委員、稲川委員、

小池委員、飯塚委員、

茎崎中 :小林校長、

茎崎二小 :渡部校長、

茎崎三小 :小林校長、

間中委員 二宮委員

小澤委員

佐野教務主任

宮本教務主任

小関教務主任

倉本委員、

犬田委員、

金子教頭、

鈴木教頭、

齋田教頭、

その他 傍聴者  1名

事務局 澤頭生涯学習推進課長 渡邊社会教育主事

村上社会教育主事

酒井地域連携教育指導員 小島健地域連携教育指導員

公開 。非公開の別 ■公開 回非公開 回一部公開 傍聴者数 1名

非公開の場合はそ

の理由

議題 コミュニティ・スクール として、地域 とともに児童生徒に身

に付けさせていきたい力

会議録署名人 確定年月 日 年  月  日

会

議

次

第

1 開  会

2協  議

(1)第 1回会議内容の確認

(2)学園の教育活動について

① 各校の教育活動の様子を紹介 (各校の教務主任 )

② 質疑応答または感想

○各校とも地道なところから取り組んでいてとてもよい。ただ、違っ



たアプローチからヽできるのではないか。 (飯塚委員 )

○学校評価アンケー トで、保護者の評価は比較的高い一方、児童の評価

が低いのはなぜか。 (倉本委員 )

○児童の場合、本当はできているが謙遜 して評価する傾向がある。

(小 関委員 )

○茎中の教科ごとのアンケー トは分か りやすい。継続 して欲 しい。

(小池委員 )

○学校 と地域の双方が、それぞれの状況を理解 し合えている。今後は具

体的に取 り組み活動について考えていきたい。 (稲川委員 )

①楽 しいか ら学校に行 く。そんな学校であってほしい。学力面をはじめ、

具体的な子供の姿や数値をもとにす ることで話合いが充実する。9年

生で学力が伸びている。まさに教育の成果である。 7年生に上がる時

点での向上を望ノノ`たい。 (中嶋委員 )

(4)熟議

テーマ 「コミュニティ・スクール として、地域 とともに児童生徒に身に

付けさせていきたい力」

OAグループ (鈴木委員発表 )

「地域愛」をもとに「自分で考え行動できる力」 「困難を乗 り越える

力」 「防災力」を身に付けさせたい。また、これ らを結びつける「コ

ミュニケーションカ」を育成する。町探検、世代間の交流活動の充実

の他、防災力を高めるために、通学路危険箇所マ ップの活用、防災倉

庫備品の活用、サバイバル体験など地域 とともに取 り組みたい。

OBグループ (齋 田委員発表 )

「地域を知 り、考え行動する力」が必要である。地域の事例は、生き

た教材になる。「地域の人、地域の課題」を知 り、「地域 と関わる力」、

「助け合 う力」を育成する。つ くスタが中心になる。 5年の防災マ ッ

プ、 6年のキャリア教育において、聞く 。見る 。体験する実体験の活

動を地域の人たちの協力を得て取 り組みたい。

OCグループ (金子委員発表 )

「災害時の危機対応力」を身に付けさせたい。地域防災として、地

域を守る意識、ボランティア精神が必要であり、「地域愛」を育むこ

とが重要である。そのためにも様々な人 と「コミュニケーションカ」

「関わる力」を身に付けさせたい。まずは、 「相互に知 り合 う」こと

が必要である。清掃活動など地域 とともに行 う行事に取 り組みたい。

○二つのグループの発表に共通するのは 「地域をよく知る」 「防災」。

これを具体的に考えていきたい。 (倉本委員 )

○小学校の町探検は、本当の意味での地域を矢日ることにつながつていな

いのではないか。近所の人は知っているが、少し離れると知らない人



ばか り。学年間も同じ。 「お互いを知 る」とい う機会を設けることか

ら始めなければ、CSと しての取組の効果は薄いだろう。 (小林力委員 )

○ 「防災」の取組を通 して 「地域愛」を育むか、「地域愛」を育みなが

ら地域の「防災」を学んでい くかになると思 う。この二つを両輪にし

て取 り組めるのではないか。 (飯塚委員 )

①自分たちの子供の時代 と今の地域はだいぶ変わってきている。「昔は

よかった」ではなく、今の地域の姿を今の子供たちの目線で捉えて、
つ くつてい くのも一つ。子供たちが自ず と自分で道を切 り拓 くような

教育が重要ではないか。 (小澤委員 )

O「地域愛」 「防災」をキーワー ドに取 り組んでいきたい。

(金子委員 )

(5)そ の他
。推進会議の今後の予定について (小林力委員 )

8 閉会

<審議内容>
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